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平
成
23
年
9
月
9
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
ル

ポ
ー
ル
麹
町
（
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
）

に
て
「
平
成
23
年
度
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
業

務
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
対
象
者
は
、
地
方
公

共
団
体
、
共
済
組
合
等
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相

談
員
及
び
相
談
業
務
担
当
者
で
す
。
相
談

技
法
の
向
上
や
専
門
知
識
の
習
得
に
よ
る
相

談
業
務
の
充
実
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

各
講
演
の
紹
介

講
演
「
家
庭
経
済
設
計
に
関
す
る

　
　
　

相
談
実
例
と
傾
向
に
つ
い
て
」

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー　間

宮
孝
一
氏

最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
間
宮
孝
一
氏
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
間
宮
氏
は
、（
財
）

東
京
都
人
材
支
援
事
業
団
等
、
様
々
な
団

体
で
相
談
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

地
方
公
務
員
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
に
関
し

て
大
変
豊
富
な
ご
経
験
を
お
持
ち
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
、
実
際
の

相
談
現
場
で
の
実
例
や
傾
向
、
助
言
の
対
応

に
つ
い
て
、
実
践
的
な
内
容
で
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

◆
概
要

●
相
談
内
容
の
特
徴

こ
れ
ま
で
公
務
員
か
ら
受
け
た
相
談
件
数

「平成23 年度 ライフプラン相談業務セミナー」
を開催しました！

約
1
0
0
0
件
の
相
談
内
容
は
、
住
宅
購

入
・
早
期
退
職
・
保
険
見
直
し
の
3
つ
で
95

％
を
占
め
る
。

●
助
言
の
際
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と

相
談
者
に
は
、
一
般
的
な
、「
聞
か
な
く

て
も
わ
か
る
」
助
言
の
み
で
は
な
く
、
と
も

す
る
と
対
極
的
と
も
い
え
る
よ
う
な
選
択
肢

等
、
相
談
者
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
2
～
3
の
助

言
を
提
示
し
、
気
付
き
を
与
え
、
相
談
者
自

身
に
選
択
さ
せ
る
。

●
相
談
の
傾
向
1
〈
結
婚
し
た
ば
か
り
…
〉

結
婚
し
た
ば
か
り
の
人
た
ち
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
に
は
、「
た
ら
・
れ
ば
」
の
話
が
多
い
。

共
働
き
か
専
業
主
婦
（
夫
）
世
帯
か
、
子
供

は
何
人
欲
し
い
、
お
受
験
さ
せ
た
い
、
ず
っ

と
公
立
で
行
っ
て
欲
し
い
等
必
要
資
金
（
教

育
・
住
宅
他
）
も
大
幅
に
変
わ
っ
て
く
る
の

で
、
ま
ず
は
現
在
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
気

付
か
せ
る
。

保
険
は
、
将
来
何
か
あ
っ
た
時
（
た
と
え

ば
、
死
亡
）
の
た
め
に
入
る
も
の
で
は
な
く
、

現
在
の
万
が
一
に
備
え
て
入
る
も
の
。
結
婚

し
た
時
点
で
、
将
来
子
供
が
で
き
る
こ
と
を

見
越
し
て
入
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、「
保

険
は
若
い
時
に
入
っ
た
方
が
安
い
」（
総
支

払
額
に
関
し
て
）
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
気

付
か
せ
る
。

●
相
談
の
傾
向
2
〈
マ
イ
ホ
ー
ム
購
入
〉

・
自
己
資
金
に
つ
い
て

一
般
的
に
は
、
手
元
に
資
金
を
生
活
費
の

半
分
程
度
残
す
べ
き
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
リ
ス
ト
ラ
の
リ
ス
ク
の
あ
る
民
間
の

場
合
。
公
務
員
の
場
合
は
、
な
る
べ
く
頭
金

を
多
く
出
す
、
と
い
う
の
も
一
つ
の
選
択
肢
。

ま
た
、
逆
に
手
元
に
資
金
を
な
る
た
け
多
く

残
し
て
多
く
ロ
ー
ン
を
組
む
メ
リ
ッ
ト
（
借

入
が
増
え
る
→
団
信
に
多
く
加
入
、
住
宅
ロ

ー
ン
減
税
が
多
く
な
る
、
教
育
資
金
が
残
る

e
t
c
）
の
気
づ
き
。

・
戸
建
か
マ
ン
シ
ョ
ン
か
？

マ
ン
シ
ョ
ン
は
戸
建
に
比
べ
、
月
々
の
維

持
費
や
税
金
が
高
い
こ
と
に
注
意
。
一
般
的

に
月
々
2
～
5
万
円
程
度
な
の
で
、
マ
ン
シ

ョ
ン
で
も
戸
建
で
も
同
じ
金
額
を
検
討
し
て

い
る
と
い
う
場
合
に
は
、
死
亡
保
障
を
含
め

て
、
総
支
払
額
が
違
っ
て
く
る
こ
と
の
気
づ

き
。

・
固
定
金
利
vs
変
動
金
利

フ
ラ
ッ
ト
35
の
金
利
は
団
体
信
用
生
命
保

険
（
団
信
）
の
負
担
を
含
め
て
3
％
く
ら
い
。

一
方
、
変
動
金
利
の
場
合
、
公
務
員
は
優
遇

さ
れ
、
団
信
込
み
で
現
状
0
・
8
％
程
度
。

金
利
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
返
済
額
に
大
き

ファイナンシャルプランナー　間宮孝一氏
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な
差
が
出
る
。
金
利
変
動
は
、
平
均
株
価
の

動
き
か
ら
予
想
が
で
き
る
。

変
動
金
利
型
を
多
く
ま
た
は
す
べ
て
選
択

し
た
と
す
る
場
合
の
対
策
と
し
て
は
、
例
え

ば
長
期
固
定
金
利
を
組
ん
だ
場
合
の
支
払
額

と
同
じ
と
し
て
、
そ
の
分
期
間
は
短
く
な
る

の
で
元
金
は
早
く
減
る
。
金
利
上
昇
に
よ
り

価
格
が
上
が
る
期
待
が
持
て
る
投
資
信
託
や

株
式
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
る
。

・
ロ
ー
ン
の
組
み
方
・
繰
上
げ
返
済

元
金
均
等
払
い
と
元
利
均
等
払
い
で
は
、

一
般
的
に
は
、
返
済
額
・
期
間
が
同
じ
で
あ

れ
ば
、
元
金
均
等
で
期
間
を
短
く
組
ん
だ
方

・
住
宅
ロ
ー
ン
と
保
険

定
年
退
職
後
は
、
退
職
金
や
遺
族
年
金

も
多
く
な
る
の
で
、
必
要
保
障
額
の
不
足
が

な
い
（
少
な
い
）
場
合
も
。
住
宅
ロ
ー
ン
が

残
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
繰
り
上
げ
返
済
を

せ
ず
、
団
信
を
生
命
保
険
が
わ
り
と
し
て
利

用
す
る
の
も
一
つ
の
手
。

・
退
職
金
の
運
用
に
つ
い
て

一
般
に
公
務
員
は
年
金
額
が
民
間
と
比
較

し
、
多
い
た
め
、
運
用
等
に
よ
り
増
や
す
必

要
は
少
な
い
場
合
も
。
公
的
年
金
、
退
職
金

等
で
の
過
不
足
を
把
握
さ
せ
、
本
当
に
運
用

が
必
要
か
気
付
か
せ
る
。

・
個
人
年
金
・
そ
の
他
に
つ
い
て

退
職
が
近
づ
き
、
年
金
や
退
職
金
で
ど
う

し
て
も
老
後
資
金
が
足
り
な
い
場
合
の
一
助

と
し
て
、
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
、
移
住
・

住
み
替
え
支
援
機
構
を
紹
介
す
る
場
合
も
。

講
義
と
演
習
「
相
談
員
業
務
の

　
　
　
　
　
　

基
礎
知
識
と
技
法
」

株
式
会
社
パ
ト
ス　

専
任
講
師　

田
中
真
由
美
氏

午
後
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
株
式
会

社
パ
ト
ス
田
中
真
由
美
氏
に
よ
る
「
相
談
員

業
務
の
基
礎
知
識
と
技
法
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
相
談
員
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
と
ス
キ
ル

を
高
め
る
た
め
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
2
時
間
に

凝
縮
し
、
ペ
ア
実
習
を
踏
ま
え
て
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
概
要

●
各
相
談
ス
キ
ル
の
違
い

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
…
相
談
者
が
何
ら
か
の

内
面
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
時
に
必
要
な

ス
キ
ル
。
相
手
の
話
を
「
聴
く
」
と
い
う
こ

と
が
重
要
に
な
る
。

コ
ー
チ
ン
グ
…
相
手
が
あ
る
一
定
以
上
の

高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
相
談
に
訪
れ

た
時
に
必
要
と
な
る
ス
キ
ル
。「
聴
く
」
を
ベ

ー
ス
と
し
た
、
質
問
形
式
の
関
わ
り
方
を
取

る
。
う
ま
く
質
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
談

者
が
自
ら
考
え
、
答
え
を
出
し
、
目
標
を
明

確
化
で
き
、
す
ぐ
に
で
も
行
動
に
移
せ
る
状

態
に
導
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
…
単
純
に
、
ア
ド
バ
イ
ス

や
知
識
を
与
え
る
ス
キ
ル
。

●
相
談
の
プ
ロ
セ
ス

ス
テ
ッ
プ
1
…
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築

・
自
己
の
扱
い
（
相
談
者
が
話
し
や
す
い
雰

囲
気
作
り
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
3
要
素（
言
葉
・
声
・

身
体
の
3
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
る
）

株式会社パトス　専任講師　田中真由美氏

が
総
返
済
額
は
少
な
い
が
、
元
金
均
等
型
は

当
初
の
支
払
額
負
担
が
大
き
い
の
で
、
そ
の

負
担
を
嫌
っ
て
、
例
え
ば
元
利
均
等
で
あ
れ

ば
25
年
ロ
ー
ン
で
組
め
る
と
こ
ろ
、
元
金
均

等
で
あ
れ
ば
35
年
ロ
ー
ン
に
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
だ
と
本
末
転
倒
で
あ
る
こ
と
の
気
づ
き
。

月
払
い
の
み
に
し
て
当
初
は
長
め
に
ロ
ー

ン
を
組
む
よ
り
も
、
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
い
を

活
用
し
て
、当
初
か
ら
短
め
に
ロ
ー
ン
を
組
む
。

ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
い
は
、
公
務
員
は
ボ
ー
ナ

ス
が
極
端
に
減
る
リ
ス
ク
が
低
い
た
め
、特
に
、

金
利
上
昇
リ
ス
ク
が
あ
る
場
合
（
元
金
が
早

く
減
る
）
や
保
証
料
の
低
減
に
効
果
的
。

●
相
談
の
傾
向
3

　
〈
保
険
の
見
直
し
〉

公
務
員
は
、
死
亡
退
職
金

が
毎
年
増
え
て
い
く
。
そ
れ
に

対
し
て
必
要
保
障
額
は
毎
日

減
少
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
、

で
き
れ
ば
毎
年
保
険
を
見
直

し
て
ほ
し
い
。

●
相
談
の
傾
向
4

　
〈
早
期
退
職
に
つ
い
て
〉

早
期
退
職
の
場
合
、
積
立

年
金
の
も
ら
い
方
は
公
的
年
金

収
入
が
な
く
、
税
金
面
で
有

利
な
50
歳
代
～
65
歳
ま
で
に

も
ら
う
と
他
の
税
金
も
低
い
の

で
有
利
な
場
合
も
。

●
相
談
の
傾
向
5

　
〈
老
後
の
生
活
設
計
〉

平成23年度ライフプラン相談業務セミナー・スケジュール

  9:30～10:00 受付開始
10:00～10:05 開講挨拶
10:05～10:15 オリエンテーション 
10:15～11:45 講演

演題：「家庭経済設計に関する相談実例と傾向について」
講師：ファイナンシャルプランナー　間宮孝一氏

11:45～12:45 昼食･休憩
12:45～14:45 講義と演習

演題：「相談員業務の基礎知識と技法」
講師：株式会社パトス　　専任講師　田中真由美氏

14:45～15:00 休憩
15:00～16:45 実例研究と意見交換

課題：「公的年金に関する相談実例について」
座長：地方職員共済組合　年金相談室長　横山泰仁氏

16:45～ 閉会
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職
員
共
済
組
合
か
ら
横
山
泰
仁
年
金
相
談

室
長
を
昨
年
に
引
き
続
き
座
長
と
し
て
お
迎

え
し
、
議
事
の
進
行
を
は
じ
め
、
各
実
例
に

対
す
る
専
門
的
意
見
と
ま
と
め
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
概
要

●
課
題
設
定
に
つ
い
て

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
年
金
相
談
実
例

を「
退
職
共
済
年
金
」「
障
害
共
済
年
金
」「
年

金
額
の
改
定
」「
退
職
一
時
金
」「
老
齢
基
礎

年
金
」「
そ
の
他
」
の
6
つ
に
分
類
、
一
つ

一
つ
の
実
例
の
紹
介
と
対
応
に
つ
い
て
ま
と

め
て
い
き
ま
し
た
。

●
当
日
の
進
行
、
意
見
交
換
の
状
況
に
つい
て

今
年
度
は
、
初
め
に
各
参
加
者
の
自
己
紹

介
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
場
の
雰
囲
気
が

な
ご
み
、
よ
り
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
行
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

横
山
室
長
の
司
会
に
よ
り
、
実
例
1
件
に

つ
き
2
名
ず
つ
意
見
を
い
た
だ
き
、
最
後
に

横
山
室
長
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
と
い
う
進

行
方
法
を
と
り
ま
し
た
。

集
約
し
た
実
例
は
、
あ
ら
か
じ
め
参
加
者

に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
意
見
を
簡
単
に

ま
と
め
た
上
で
セ
ミ
ナ
ー
に
臨
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
か
、
参
加
者

の
皆
様
か
ら
は
積
極
的
に
発
言
し
て
い
た
だ

け
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
の
年
金
額
の
改
定
な
ど
、
今

年
度
な
ら
で
は
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
実
例
に
つ

い
て
も
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
よ

っ
て
は
、
明
確
な
答
え
を
打
ち
出
し
難
い
も

の
も
あ
り
、
年
金
制
度
の
む
ず
か
し
さ
や
問

題
点
を
、
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
き
っ
か
け

に
も
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
参
考
資
料
と
し
て
、
地
方

職
員
共
済
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
し

た
関
係
資
料
の
ほ
か
、
当
協
会
発
行
の
『
く

ら
し
を
豊
か
に
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
～
わ
か
り

や
す
い
年
金
・
平
成
23
年
度
版
』
を
参
加
者

に
配
布
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
年

金
相
談
に
携
わ
っ
て
日
の
浅
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
年
金
制
度
理
解
の
た
め

に
役
立
て
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
実
際
の
相
談
実
例

を
取
り
扱
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
く
、
参
加
者

に
と
っ
て
は
よ
り
実
践
的
な
内
容
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
は
21
名
。
講
師
と
参
加
者
と
の
距

離
が
近
く
、
少
人
数
な
ら
で
は
の
セ
ミ
ナ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
能

動
的
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
臨
め
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
全
国
の
相
談
業
務
担
当
者
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
、
当
協
会
職
員
一
同
、
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
相
手
へ
の
関
心
、
洞
察
力
（
深
く
聞
く
べ
き

点
や
心
配
す
べ
き
点
を
集
中
し
て
読
み
取
る
）

ス
テ
ッ
プ
2
…
問
題
の
共
有
化

・
傾
聴
力
（
相
談
に
訪
れ
た
目
的
を
確
認
・

共
有
す
る
）

ス
テ
ッ
プ
3
…
解
決
へ
の
支
援

・
行
動
変
容
に
向
け
て
（
相
談
者
自
身
に
解

決
策
を
考
え
さ
せ
、
目
標
設
定
を
さ
せ
る
）

●
積
極
的
傾
聴

「
受
容
と
共
感
」
を
目
的
と
し
、「
次
の
休

み
の
日
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
・
し
た
い
こ
と
」

「
相
談
員
と
し
て
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
実
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
相
談
員
が
、
自
分
の
話

を
展
開
す
る
こ
と
な
く
、
あ
い
づ
ち
・
う
な

ず
き
に
徹
す
る
練
習
に
加
え
、
相
談
内
容
を

要
約
化
し
、
応
答
す
る
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

相
手
が
話
し
て
い
る
間
に
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
聴

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

●
事
例
研
究
①
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

「
定
年
後
の
生
き
が
い
づ
く
り
」
と
い
う
事

例
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
の
ペ
ア
実

習
を
行
い
ま
し
た
。
相
手
の
内
的
問
題
を
引

き
出
せ
て
、
受
容
・
共
感
が
で
き
た
か
ど
う

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
、
と
の
指
導
が
あ
り

ま
し
た
。

●
事
例
研
究
②
（
コ
ー
チ
ン
グ
）

「
単
身
者
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
改
善
」
と
い

う
事
例
で
、
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
の
ペ
ア

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
目
的
を
明
確
化
し
、

現
状
を
洗
い
出
し
、
複
数
の
解
決
策
を
相
談

者
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
心
掛
け
て
実
習
に

臨
み
ま
し
た
。

●
ま
と
め

傾
聴
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
練
習
で
き

る
も
の
な
の
で
、
日
頃
か
ら
ア
ン
テ
ナ
を
張

っ
て
、
適
切
な
応
答
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
、
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
能
力
開
発
研
究
家
デ
ニ
ス
・
ウ

ェ
イ
ト
リ
ー
の
詩
「
子
ど
も
の
話
に
耳
を
傾

け
よ
う
」
の
朗
読
に
よ
り
、田
中
先
生
の
「
傾

聴
」
に
対
す
る
思
い
が
代
弁
さ
れ
ま
し
た
。

実
例
研
究
と
意
見
交
換
「
公
的
年
金
に

関
す
る
相
談
実
例
に
つ
い
て
」

地
方
職
員
共
済
組
合　

年
金
相
談
室
長

横
山
泰
仁
氏

各
参
加
者
か
ら
事
前
に
募
集
し
た
、
年

金
に
関
す
る
相
談
実
例
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
・
解
決
策
の
模
索
を
行
い
ま
し
た
。
地
方 地方職員共済組合　年金相談室長　横山泰仁氏


